
株式会社プロフェショナルバンク

デジタル人材育成のための「育成の場」開拓モデル事業

ご説明資料
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本事業の全体像

全国企業DXのコア人材候補に対して、出向元のデジタル人材育成に関するニーズに即した

DX プロジェクト等を行う出向先をマッチングし、在籍型出向を通じて実務経験を積ませるこ

とで、DX推進人材の育成を図る事業となります

株式会社

Professional Bank
（厚生労働省からの受託）

出向元企業

（DX人材を

育成したい企業）

「育成の場」提供企業

（人材受入企業）

# 自社のDXを進めたいが、社内に推進

人材がいない

# 書籍や座学だけでは、実務上有用な

スキルが身につかない

# 社内人材がデジタル・IT関係の業務

に触れる機会が少なく、実務経験が

蓄積していかない etc

人材課題を抱えた

全国の企業
NTTグループ

デロイト トーマツグループ

その他デロイト トーマツ

クライアント企業育成の場提供企業への出向
（原則１年以内・メンターへの費用補助は最大６か月間）

全社DX戦略

策定

基幹システム

導入

業務システム

開発

サイバー

セキュリティ

構築

マスタデータ

マネジメント

設計

業務AIアプリ

構築

業務アプリ

作成

出向期間中の

メンタリング費用補助
育成したい人材要件に応じた

適切なマッチング

ビジネスインサイトの導出

戦略・業務の構想

ソリューションデザイン

データサイエンス

セキュリティマネジメント

AIエンジニアリング

データモデリング

顧客体験価値のデザイン

コラボレーションリーダーシップ

アーキテクチャ構想

ビジネスとテクノロジー双方の

知見を併せ持つ

DXをコア人材を育成
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マッチングまでの進め方

弊社が提供する各種ツールを活用しながら、育成したい人材のタイプやスキルに応じた、適

切な出向先へのマッチングを行います

1

出向元

企業規模 人材タイプ スキルレベル

大手企業 データサイエンティスト レベル3（上級）

中堅企業
サイバーセキュリティ

スペシャリスト
レベル2（中級）

中小企業 AIエンジニア レベル2（中級）

出向先

業種 提供ジョブ

IT企業

コンサルティング

ファーム

IT企業

マスターデータ

マネジメント設計

サイバーセキュリティ

構築

業務AIアプリ開発

2

3

人材選定 人材タイプ明確化 スキルレベルの確認 受入可能な企業とマッチング

人材タイプ診断ツールにより

育成する人材タイプを明確化

スキルの状況等を確認

育成する人材のスキルレベル明確化

育成する人材タイプ・

スキルレベルを受入可能な

出向先企業とマッチング

要件を備え

る人材を

選定いただく

出向元人材

3つ

の要

件

年齢 スキル

マインド

セット

出向者に必要な

3つの要件を定義

Step3Step2Step1Step0

弊社が提供するデジタル人材育成サービスで

実績あるツールを使用

出向先企業の受入可能な人材

タイプ・スキルレベルをリスト化

概ね30~55歳 中級以上

自ら新しい

ことを学ぶ

■本事業で想定されるマッチングパターン例



4

出向中のフォロー

出向期間中は、出向先企業によるメンタリングに加えて、弊社のキャリアコンサルティングを

通じて、慣れない環境で最大限のパフォーマンスが発揮できるようフォローを行います

時期 受入時、中間時、終了時 方法 オンラインミーティング、1対1 時間 1時間/回 回数 3回

内容

受入時

中間時

終了時

カウンセリング コンサルティング

◼ 目標の明確化

◼ 自己理解を深める

➢ 職業興味/価値観診断

➢ キャリアの評価表

◼ アクティブラーニングの促進

◼ スキル習得・キャリア進捗確認

◼ モチベーションサポート

◼ 人間関係に関する課題有無確認

◼ モチベート促進に向けた

適切なカウンセリング

◼ スキル目標達成に向けた

課題設定

◼ 出向先調整

➢ 必要に応じて業務内容

や受入体制を変更

◼ OFF-JT提案

➢ 不足スキルを座学で補強

職業興味/価値観診断

（マイジョブ・カード）

キャリアの

評価表

スキル習得進捗確認

出向者カルテ

キャリアコンサルタントとは

✓ 個人のキャリア形成をサポートするキャリアの専門家

（国家資格）

✓ 仮に出向先企業において、出向先に言いづらいことでもキャリアコンサルタントが相談に応じ、OJTが円滑に進むよう

サポートいたします

研修に打ち込む環境をつくり

キャリア形成をサポート
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出向における諸条件

対象者の要件、業務内容、メンター経費、契約書の要件は以下の通りです

対象者要件

業務内容

契約書

◼ 出向元において、デジタル関係業務のコア人材となることが期待される勤続年数が３年以上の者であり、以下の全てに該当する者であること

➢ 出向する者のスキルアップを目的として行われる出向であって、雇用調整、経営指導、技術指導または人材交流等を目的として行われるもの

ではなく、かつ、労働者を交換し合うものではないこと

➢ 出向する者の同意を得たものであること

➢ 出向元と出向先との間で締結された契約によるものであること

➢ 出向元と出向先が、資本的・経済的・組織的関連性等からみて、独立性が認められること

➢ 出向元に復帰するものであること

➢ 出向元が出向する者の賃金の全部を負担していること

➢ 出向する者に対して、出向前に支払っていた金額以上の賃金を支払うものであること

➢ 出向期間が３ヶ月以上であること。また、原則１年以内であること

◼ 出向先は、対象者を出向元が習得を要望するデジタル関係業務に従事させることととします

◼ （株）プロフェッショナルバンクと出向先は、「実践の場」の実施に係る契約を締結し、以下の業務を出向先に行わせることとします

➢ メンターを配置し、対象者と対話・相談をしながらアドバイスやその他のサポートを行うこと

➢ 「実践の場実施計画」（別紙ひな形を参考に作成すること）を作成すること

◼ 出向先での実務経験を重視するため、出向元との兼務型出向は認められません

◼ 出向先企業と出向元企業が締結する出向契約についてひな型等は定めておらず、契約の締結にあたっては「対象者要件」を踏まえたものとして

締結していただきます



受け入れ業務フロー

出向者の受け入れまでの流れは以下の通りです

関係者

出向元

企業

弊社

出向先

企業

出向先選定

出向先検討

受講生

情報

受講生情報

共有

出向先決定
受講生情報

共有

受け入れ

可能

No

Yes 受け入れ業

務検討

出向先情報

共有

出向先

決定

No

Yes

関係者

出向元

企業

弊社

出向先

企業

顔合わせ

出向元の承諾取り付け

1
◼ 基本情報、経歴

◼ 人材タイプ診断結果

◼ スキルレベル診断結果

1
出向先決定

連絡

会議調整

会議実施

会議実施

会議実施

契約

契約

出向

弊社立ち合いの元、出向元

企業と出向先企業の顔合わ

せ会議を実施

受け入れ

出向元企業と出

向先企業間で出

向契約を締結

契約 出向

■上記の流れについては、今後変更になる可能性がございます
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